
　　群発頭痛

　　　　日常生活の注意

①　禁酒

　　　群発期に飲酒すると、数時間以内に確実に頭痛が起こる。

　　　群発期が終われば飲酒しても頭痛は起こらなくなる。

②　禁煙

　　　群発頭痛のある人には喫煙者が多いので、特に群発期は

　　　禁煙することをすすめる。

③　昼寝をし過ぎないようにする。

　　　就寝時間が不規則になったり、長時間昼寝をしたりすると

　　　予想外のタイミングで頭痛起こる。

　　　睡眠時間を規則正しくして、頭痛が起こる時間を一定にすると、

　　　あらかじめイミグラン注射、酸素吸入などが準備しやすくなる。

④　入浴を避けシャワーですませる。

　　　入浴後に発作が起こる人はシャワーのみとする。

⑤　気圧変化を避ける。

　　　気圧変化は発作の誘因となるため、飛行機の搭乗や登山を控える。

⑥　血管拡張剤に気をつける。

　　　狭心症治療薬であるニトログリセリンなども誘因となる。


